
『浜辺の歌音楽館』を花いっぱいに『浜辺の歌音楽館』を花いっぱいに

　▲協働ボランティア活動として行った花植え作業

　北秋田市商工会女性部森吉支部の会員７人と米内
沢小学校６年生26人による、プランターの花植え
と清掃作業が、６月６日に浜辺の歌音楽館前で行わ
れました。
　この協働ボランティア活動は、昨年に続き２回目。
来場者に喜んでもらえるようにと、同会員と児童た
ちが協力し合い、二人一組で花植えや施設周辺の清
掃作業で汗を流しました。その後、児童たちは音楽
館を見学し、郷土が生んだ音楽家・成田為三の生涯
を学びました。

　色鮮やかな百日草70株が植えられたプランター
は正面玄関に置かれ、音楽館に彩りを添えています。

地域ぐるみで学校を支えます！地域ぐるみで学校を支えます！

　北秋田市学校支援地域本部第1回連絡協議会が、
６月７日に市民ふれあいプラザで開催され、各校教
職員と地域コーディネーターなど約40人が地域と
の連携や協働について協議を行いました。
　この事業は、北秋田市の未来を担う子どもたちを
学校のみならず、地域住民や保護者等も含め、地域
全体で育むことにより、相互的に教育力を高めるこ
とを目的としています。
　協議会では、県の事業説明のほか、中学校区ごと
のワークショップを行い、各校の多岐にわたる特色 　▲ワークショップで理解を深めた連絡協議会

ある事例が発表されたほか、今年度の活動について
様々な意見を出し合いました。

青少年育成功労者表彰を受賞青少年育成功労者表彰を受賞

　平成28年度青少年育成秋田県民会議の青少年育
成功労者表彰を受賞した成田正宏さん（74歳・花
園町）が、６月８日に市役所を訪れ、津谷市長に受
賞を報告しました。
　この賞は、青少年の健全育成に貢献され、功績の
あった方を表彰しているものです。
　成田さんは、昭和56年から青少年育成鷹巣町民
会議事務局次長として活動し、事務局長を経て、現
在も青少年育成活動に積極的に取り組まれています。
　成田さんは「会員の皆さんのおかげで受賞するこ 　▲津谷市長に受賞を報告した成田正宏さん（中央）

とができました。本当に感謝しています」と感謝の
意を表しました。

～色鮮やかな百日草でお出迎え～

～学校支援地域本部事業～

～青少年育成活動に尽力～
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